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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

電流と発熱    ～電気～ 
 

問題 

（櫻蔭中） 



 

 

 

問 1    ①，③，⑥ 

 

問 2 上がった温度は，②は①の      〔倍〕，④は①の      〔倍〕となっている。このことから，電熱線

の本数が□倍になると，上がった温度は，   倍となることがわかる。 

 

 

問 3 表 2 で，電池の数が 1 つのときと 3 つのときの上がった温度をくらべると，電池の数が 1 つから 3 つへと 3 倍に

なると，上がった温度は，64.8 ÷ 7.2 = 9〔倍〕になっている。このことから，電池の数が□倍になると，上がっ

た温度は□ × □倍になると考えられる。よって，（ウ）は，7.2 × (2 × 2) = 28.8 と求められる。 

 28.8 

 

 

問 4 電池 5 つと電熱線 6 本を直列につなぎ，6 本の電熱線のうちの 1 本だけコップに入れた場合，問 3 より，電池の

数が 5つになると，5 × 5 = 25〔倍〕に，問 2より，電熱線の本数が 6本になると，     〔倍〕になるので，

温度は，       〔℃〕上がる。ここで，④と⑤を比べると，それぞれの電熱線に流れる電流の大きさが同

じ場合，電熱線を 2本入れたときの温度の上がり方は，電熱線を 1本入れたときの上がり方の 1.6 ÷ 0.8 = 2〔倍〕

になっていることがわかる。よって，6本の電熱線のうち 2本をコップに入れたときの温度は，5 × 2 = 10〔℃〕

上がると求められる。 

 10℃ 

 

 

 

中学の理科で習うが，水の量および電流を流す時間が一定の場合，水の上 昇
じょうしょう

温度は，電熱線を流れる電流の

大きさの 2乗（電流の大きさ×電流の大きさ）および，抵抗の大きさ（この場合は電熱線の本数）に比例する。 

電池 1 個，電熱線 1 本の装置に流れる電流の大きさを 1 とすると，⑦は，電池を 2 個にしているため，電熱線に

流れる電流の大きさは 2となり，上昇温度は，2 × 2 = 4〔倍〕となる。よって，（ウ）= 7.2 × (2 × 2) = 28.8と求め

られる。 

また問 4で，電池 5個，電熱線 6本の装置に流れる電流の大きさは となるので，水の上昇温度は，      〔倍〕

となる。また，電熱線を 1本から 2本へと 2倍にしているので，抵抗の大きさも 2倍になり，水の上昇温度も 

2 倍になる。よって，水の上昇温度は，       〔℃〕と求められる。 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

1.8 18 1
7.2 72 4

  0.8 8 1
7.2 72 9

 

1
□ □

答 

1 1
4 9

ア： ，イ：答 

1 1
6 6 36




17.2 25 5
36

  

答 

5 5 25
6 6 36
 5

6

257.2 2 10
36

  

発展！ 


